
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ E 組

教科担当者：（　ＡＢ組：山田泰　）　　（　ＣＤ組：山田泰　）　　（　Ｅ組：山田泰　）

使用教科書：（ ）

教科　芸術　の目標

科目　音楽Ⅰ　の目標

歌 器 創

東京都立葛飾総合高等学校　令和5年度　音楽Ⅰ　年間授業計画

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊
かな情操を培う。

【思考力、判断力、表現力等】
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【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにす
る。

知 思

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関
わり及び音楽の多様性について理解するとともに、
創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技
能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

単元「合唱に親しもう」
【知識及び技能】
日本語詞の歌い方を元に、既知の合唱曲を
より探求する。ベルカント唱法を用いて、
より響きのある歌声を探求する。
【思考力、判断力、表現力等】
美しい日本語の発声を判断し表現する。響
きのある歌声を判断し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分たちでパート練習を行い、改善点など
を指摘しあって仕上げる。

・指導事項
　日本語歌詞の唱法、音楽の三要素
と表現の三要素と歌詞の組み合わ
せ、ハーモニー
・教材
　「春に」

〇

配
当
時
数

単元「発声法を知ろう」
【知識及び技能】
様々な声の種類と出し方を理解して歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
その場面に応じた表現は何かを考える。
【学びに向かう力、人間性等】
心理的抵抗感を払拭し、身体も動かしなが
らのびのびと歌える雰囲気を醸成する。

・指導事項
　発声法
・教材
　「翼をください」

○

MOUSA１（教育芸術社）

〇 〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や
社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。
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１
学
期

単元「創作してみよう」
【知識及び技能】
５音音階を理解してメロディを創作する。
また、それを演奏してみる、
【思考力、判断力、表現力等】
メロディの成り立ちを考え、ふさわしい音
の並びを創作する。創作した曲を演奏して
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の成り立ちに関心を持つ。

・指導事項
　５音音階、作曲技法
・教材
　「琉球音階」
　キーボード
　一人一台端末 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

単元「イタリア歌曲に親しもう」
【知識及び技能】
ベルカント唱法を理解して歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
その場面に応じた表現は何かを理解し、工
夫して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
原語で歌唱し、また現地の文化に触れる事
で、思い切った表現がどこまでできるかを
知り、実践する。

・指導事項
　発声法、音楽の三要素と表現の三
要素と歌詞の組み合わせ
・教材
　「オーソレミーオ」
　「カロミオベン」 〇

単元「日本歌曲に親しもう」
【知識及び技能】
日本語の語感を知り、表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
その場面に応じた表現は何かを理解し、工
夫して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の背景を知る事で、その曲の持つ魅力
を深く分析する

・指導事項
　日本語歌詞の唱法、音楽の三要素
と表現の三要素と歌詞の組み合わせ
・教材
　「この道」 〇

２
学
期

単元「音色を中心に聴いてみよう」
【知識及び技能】
各楽器や楽器群の音色の重なりを知り、そ
の表現を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
その音色の表現意図は何なのか考え、発表
する、
【学びに向かう力、人間性等】
その曲の時代背景等を探り、表現方法を根
拠を持って批評する。

・指導事項
　楽曲内における楽器の使用方法と
効果
・教材
　「ボレロ」、Jazzから数曲
　Rockから数曲
　一人一台端末

〇

〇〇 〇

表現

評価規準
鑑
賞

・歌声を意識して発声している
・強弱を用いた表現の工夫をしている
・のびのびと演奏している

・ベルカント唱法を意識して発声している
・歌詞とメロディの関わりについて考え、工夫
して表現している
・思い切った演奏をしている

・5音音階を理解している
・自作曲を演奏できる
・メロディの流れを工夫している
・作曲法を理解して使用している

〇 〇

態

・学んだベルカント唱法と日本語の発音を生か
して歌っている
・ハーモニーを意識して演奏している
・自分たちで表現方法を討論し、練習して生か
そうとしている

〇

〇

・日本語固有の発音を知り、意識している
・歌詞とメロディの関わりについて考え、工夫
して表現している
・楽曲の背景を調べ、時代背景を知る。

・各固有の音色を知り、その表現を知る。
・作曲者や演奏者の意図を推し量り、表現意図
がなんなのか発表できる。
・楽曲の背景を調べ、時代背景を知る。

〇 10

10

〇 〇 〇 10

〇



合
計
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３
学
期

単元「弾き語りしてみよう」
【知識及び技能】
コードネームを知り、それを弾きながら歌
唱する、
【思考力、判断力、表現力等】
コードの転回や構成音の省略を用いて、よ
り弾きやすくする工夫をする。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で実現可能な演奏にのせて歌う事で、
自らの演奏表現の可能性を知る。

・指導事項
　コードネーム、ピアノ奏法
・教材
　「let it be」
　キーボード
　一人一台端末 〇 〇

単元「打楽器アンサンブルをやってみよ
う」
【知識及び技能】
カホン等の奏法を知り、単純なリズムの組
み合わせでも多様な表現が可能である事を
知る。
【思考力、判断力、表現力等】
リズムの組み合わせを聞き、どのように演
奏を続ければ良いか判断して演奏する。
【学びに向かう力、人間性等】
リズムも音色同様様々な種類があり、それ
を探求していく態度を身に付ける。

・指導事項
　パターン化されたリズム、打楽器
奏法
・教材
　カホン
　一人一台端末

〇

・リズムパターンを知る
・リズムパターンを演奏できる
・他の人が演奏するリズムを聞きながら、違っ
たリズムを演奏できる

〇 〇〇 〇

・コードネームを知る
・コードネームを読み取り、演奏できる
・和音の転回を理解し、演奏できる

〇 10〇 〇


